
単身・2人世帯の需要増加の中、分譲コンパクトマンションは
ファミリーマンションと比べ供給が少ない現状です。

中古や賃貸市場にも、
設備仕様の良い分譲仕様のコンパクトマンションは

流通が少なく希少と言えます。
中古価格や賃料も右肩上がりの背景も考えると、
今後に期待が持てるのではないでしょうか？

不動産市場の価格で見る「買い時」の正解は
過ぎ去ってみなければ誰にもわかりません。

いつかわからない「買い時」を待って家賃を払い続けるよりは
興味を持った時が買い時なのかもしれません。

しかも 5年で 400万円貯金するには
家賃とは別に

月々約 6.7 万円を貯金しなくてはなりません。

原油価格の高騰や建築資材の値上がり、人手不足による人件費の上昇などにより、マンション建
設にかかるコストは右肩上がりの状況が続いており、今後より一層のマンション価格上昇が予想
されます。

JR「岡山」駅を中心に、多彩な商業施設やオフィスが集中する北区は、その利便性の高さから
年々地価が上昇。特にJR「岡山」駅周辺では、再開発などが進む今後も更なる上昇が予想されま
す。

地価も2014年から2021年の7年間で36%の上昇!

近年の価格上昇は建築費の高騰が原因。

住宅ローンの金利が史上最低水準でしたが、
今後は金利上昇の可能性が高まってきています。

2022年から世界的な長期金利上昇の中、国内の固定金利がじわじわと上がってきています。日本
銀行が実質的に大規模緩和政策を修正し、長期金利の上限を引き上げたこともあり、2023年1月
の住宅ローン金利もアップしました。

金利が上昇すると毎月の返済額や総返済額がどれくらい上昇するか
シミュレーションしてみました。

地価上昇や資材高騰、金利上昇傾向など、今後すぐに
今より購入しやすい時期がくるかはわからない状況です。

今が買い時かどうかわかりません。

実は頭金は、ないなら“いらない”んです！

貯金を崩したくない or 貯金が苦手

住宅購入に関わる雑誌等では、「住宅購入は頭金を貯めてから買った方がお得!?
価格の10%程度の頭金を用意するのが常識」などとよく書かれていますが、本当
にそうなのかを、返済シミュレーションで見てみましょう。

ローンも不安ですが、
賃貸に住み続けることも不安ではありませんか？

月々のローンを払い続けていけるか不安・・・

ローンの支払いも家賃の支払いも同じ住宅費です。家賃は誰かが買ったマンショ
ンのローンをあなたが代わりに支払っているとも言えます。賃貸に住み続けるこ
とは解決策ではなく、無理のない住宅費でより良い暮らしを探してみてはいかが
でしょうか？

岡山駅周辺の賃料は直近3年間で2.49%の上昇!
岡山駅の標準的な物件の賃料は直近の3年間で2.94%程度上昇しています。これは岡山駅のある
岡山県の変動の3.48%に比べて同程度の水準です。この3年間の賃料上昇率を内訳でみると、初
年度-0.26%、2年目2.36%、3年目0.84%となっています。

中古マンション価格も直近3年間で13.22%の上昇！
地価やマンション価格の上昇に伴って、中古マンション価格も上昇する傾向が見られます。再開
発が数多く進行するJR「岡山」駅周辺は、これから更なる産価値の上昇が予想されるため、将来の
売却価格に期待できます。

暮らしの多様化が進み、単身世帯・2人世帯が増加。
全世帯の半分以上に！

住まなくなったとき、
貸したり売却できるか不安です。

厚生労働省による「国民生活基礎調査」によると、世帯人員の構成割合では3人
世帯がほぼ横ばいで、4人以上の世帯が減少する中、単身世帯と2人世帯の数が
大きく増加しており、この2つを合わせると半数以上となっています。北区だけだ
と、単身世帯、2人世帯の多さが浮き彫りとなっています。今後も増える可能性が
あり、コンパクトマンションの需要が見込めるのではないでしょうか。
出典 ： 厚生労働省「令和3年国民生活基礎調査」、岡山市「令和2年度国勢調査」より

住む必要が無くなったら、「家賃保証システム」で賃貸経営
家賃保証システムとは賃貸管理会社が建物を一括して借り上げ、一切の賃貸運営業務を行う空
室、賃料の滞納、集金の手間など、賃貸経営における様々なリスクを回避することができます。

ご契約者様に万一の場合も安心 「団体信用生命保険」
ローンで購入した場合には、銀行からの条件としてほとんどの場合、団体信用生命保険に加入し
なければなりません。名義人は死亡、失明や言語機能を失うなど、高度障害になった時、残ってい
たローンはすべて保険で支払われ、さらにマンションもご家族に残ります。お1人暮らしの場合で
も実家に残債の請求が行くこともなくマンションが残るので残されたご家族も安心です。

親子リレーローンという選択もあります。
ご自身だけではローンの審査に不安のある方や、ご高齢の方などがマンション購入をされる場
合、親と子で１つの住宅ローンを契約し、二世代に渡ってローンの返済を行っていくのがこのシス
テム。収入面の問題で住宅ローンを組めない、親が高齢で返済期間が確保出来ない場合などに
検討される事が多くなっています。

生命保険に加入されていない方はもちろん、
保険の見直しの良い機会にもなります。

返済はどちらが行っても問題ありません。
お子様のご収入にまだ不安がある場合やローンが届かない場合に

ご両親と「親子リレーローン」を組むことも可能です。


